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虎
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協
骨
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二
干
〟
も
e
け
大
時
化
の
位
で
､
倫
酌
の
蛾
瑛
協
食

に

比

べ
ろ
JJ
勿
論
小
鴨
棟
で
は
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
､
鞘
碁
の
如
,Y,1
髄

･＼
蹄
搾
L,･J
れ
て
腐
り
､
例
へ
顔
に
於
FtJ
ほ
少
-
と
も
利
用
上
に
於
'tJ
相
知

曳

･.i,
戦
げ
る
倫
朝
地
撰
協
骨

も
選
ぶ
越
が
な

い
譲
に
屈
は
れ
､
現
今
Hi

任
t
.鴨
A
J地
租
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大
葬
ぐ
め

る
G
･
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h
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o
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で
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女
史
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む
鞘
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ー
陥
骨
の
目
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は
･:･:I:公
に
籍
行
J･J
れ
て
屈
ま

ず

'
格骨
の
節
米
の
7
と
な
っ
て
捕
る
公
紺
の

補
液
骨
t
B
･に
倉
見
の
桝

究
磯
槻
iL
ろ
誹
洗
骨
の
如
き
も
'
放
判
か
ら
和
宣
な
つ

-
つ
て
'

盛
に
催

さ
れ
て
摺
り
'
自
分
-
其
の
部
門
出
梅
し
て
鵜
ふ
GL
J=
が
ー
公
開
の
B講
演

倉
は

N
a
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n
n
t
A
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b
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と
1器
ふ
公
昏
糞
で
ー
午
後
の
八
時
か
ら
催

さ
れ

'
溝
硯
ほ
嬢

相

談

'
摺
怜
談
が
多
く

押
蔵
の
袖
や
､
我
が
覇
母
島

の
請
な
ど
-
釣
り
鼓
し
㍗
､
何
れ
-
幻
燈
ね
代
用
し
て
説
明
さ
れ
ま
す
､

日
本
和
L..り
で
は
斯

C森

畑
の
講
釈
で
は
批
講
潜
れ
境
地
し
な

い
と
偲
ば

れ
ま
す

に

も
..小
摘
､
い
つ
も
多
数
の
据
衆
q
lの
っ
た
り
な
見
る
と
､英
人
は

締
斯
ろ
カ
面
に
多
七
の
趣
味
包
有
て
滞
る
-
の
と
期
拓
き
Si
J
小
骨
の
カ

ほ
仙
骨
･JE
で
催
1･}れ
i<Jq
で
ー
骨
艮
の
み
の
集
令
で
'
従
て
少

し
さ
み
し

い
憧
七
摸
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り
ま
し
た
が
､
新
研
究
･.eI
緒
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聡
漬
し
ー
立
に

例
論
す
る

虚
け
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催
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⊥
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調
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た
成
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と

=う
式
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流
す
る
様
で
､
日
本
で

げ
維
骨
の
講
演
と
申
せ
ば
'
前
人
米
側
の
新
研
究
粥
登
と
の
み
心
待
て
描
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廿
が
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仲
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伐
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椋
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光
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潜
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叉
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櫨
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述
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潜
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b
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塵
御
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北
朋
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に

充
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ら
れ
'
鬼
婆
や
心
甜
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室
の
上
部
に
朴･山
=
地

物
の
満
上
部
か
占
め
て
朋
ま
で
､
石
造
の
iL:
い
娃
杓
で
､
対
班
で
は
屯
-

階
段
も
典

-
､･旧;･
鵜
で
怯
厨
で
は
め
り
皇
寸
が
'
設
仰
の
鮎
に
於
よ
し

て
ほ

必
ず
し

も
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備
で
な
い
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別
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の
火
輩
の
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打
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に
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僻
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居
ろ
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授
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軍
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叱
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し
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欺
笠
叩
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純
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ゐ
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ム
某
で
あ
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､だ
い
ぶ
脱
大
七
笠
で
'入
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の
左
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の
壁
に
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れ
僻
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収
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潤
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の
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掛
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既
板
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右
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と
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カ
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に

堆

綻
31Jれ
､
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単
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に
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に
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又
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も
て
娘
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つ
-
る
に
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適
せ

し
む
､
既
…収
の
上
郡

に
は
英
閥
殊
に
ス
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ツ
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の
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園
か
傭

へ
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居
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然
し
中
東
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上
げ
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ろ
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に
蛸
置
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地
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カ
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か
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は
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洲
の
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泡
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で
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駄
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の
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､
同
時
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相
の
大
全
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が
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に
掛
け
ら
れ
て
居

ろ

'
英
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に
冬
朔
日
が
旭

い
か
ら
閏
擬
似
用
の
機
が
多
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従
て
電
燈
の

鞘
備
ほ
エ
/
､
出
水
て
周
る
'
約
壇
上
に
は
卓
上
偲
燈
か
伐

へ
'
自
由
に
使

道
を
適

へ
経
る
に
混
ぜ
し
わ
'
天
井
に
ほ
数
個
の
職
燈
わ
付
け
､
佃
用
上

怖
宜
糾
(T.的
に
郎
煩
又
は
的
燈
し
得
ろ
榛
に
設
棚
し
て
居
ろ
､
継
承
に
H
.

欧
洲
綿
校
に
見
る
と
榊
桜
､
幻

燈
か
件
用
す
る
郡
が
多

い
､
幻
燈
機
は
大

小
如
佃
か
欄

へ
､
中
根
は
之
拉
致
壇
上
に
野
合
､
熊
殻

｣
の
日
和
に
映
諮

ぜ
し
め
ろ
標
に
し
て
,.q
ろ
.
閥
界
で
炊
州
か
ら
教
授
上
.m
械
便
利
で
あ
る
､

七
Jr,
い
ガ
の
嘩
棚
は
別
の
鍛
粒
で
糠
散
の
内
軸
に
う
つ
す
校
に
な
っ
て
潜

る
'
峨
軍
に
す
る
咲
故
に
猫
進
退
で
は
碓
窺
装
置
が
多

い
が
'
地
顔
の
ー

沿
鞍
伸
用
で
､
黙
相
在
村
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の
琴

叫
に
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非
の
明
:
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な
お
は
ふ
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と
に
七
二
し
摺
･<･､
倍
数
富
に
は
駄
洲
､
殊
に
英
閥
に
於
て
甚
し
い
と
思

ほ
れ
hr,
桐
盟
班
飾
州
の
片
縦
が
非
常
に
多

い
､
入
口
の
耽
ぐ
前
側
の
壁

に
は
チ
ズ
ム
教
授
の
大
き
iL{
粍
鼠
が
抱

け
て
あ
る
'
同
数
控
は
紙
に
老
齢

退
隠
等
b
れ
､
其
の
記
念
と
し
て
選
姓
共
の
抱
げ
iI
も
の
で
み
ろ
､
手
に

令
状
か
も
て
ろ
年
功
像
で
､
臓
め
し
-
数
室
内
か
時
隠
し
て
摂
ら
れ
る
'

常
教
案
敢
軸
の
数
控
の
記
念
と
し
て
忠

撃
の
ろ
も
り
で
み
ろ
､
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銀

准
o･､
英
島
の
青
固
t
E
d
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b
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h
市
街
樹
等
ぺ

飴
･;
馳
昧
･1
引
か

ず
'
魂
に
教
壇
に
射
す
ろ
壁
上
に
は
ア
バ
ブ
ス
仝
滋
が

一
所
に
渦
げ
て
め

る
､
0
･y
fo
rd
大
袋
で
は
比
の
園
が
閏
擬
の
笠
に
利
用
さ
れ
L/
桝
た
し
､
此

戊
で
ほ
金
-
宴
の
貧
乏
か
く
L
に
使
用
,I,れ
て
居
り
､
反
て
允1
4
,に
脚
ろ

摸
ヤ
免
れ
鹿

.ビ
L
む

山
ハ
の
は
拭
感
で
あ
ご

1
｡

此
大
講
堂
の
四
に

隣

り
1,J
研
究
室
が
み
ろ
､

大
小
二
宝
に
別
れ
r/
月
り
'

小
筆
り
カ
は

2
相
の
準
備
軍
で
､

山
仰
の
嵩
棚
の
仙
に
柚
固
相
ハ抽
出
付
)

幻
燈
州
押
収

〔m
宣

c
h
7,tern
SliJ
es)
箱
れ
棚

へ
).J
朋
石
に
過
ぎ
LL{
い
､

其
の
.熟
の
笠
に
厨
大
で
研
光
富

(L
旨
｡
1-I
lo
,Y
)
で
あ
る
､
側
班
は
全
部

柵
干
張
の
賓

相
に
な
り
､
地
製
に
関
で
ろ
鰭
凹
の
獅
誼
み
勧
め
地
興
研
究

上
訳
要
花
鳥
各
国
の
資
料
雅
に
締
,%
地
抑
研
究
上
の
資
料
iIlろ
各
節
産
物

標
本
等

"
蒐
姓
L
､
別
に
糾
問
入
れ

山
個
ね
棚

へ
て
周
る
､
三
方
杓
子
誠

の
丈
聖
敵
い
箱
で
榊
階
は
之
れ
在
印
し
て
保
存
し
得
る
櫨
に
し
て
釣
る
､

G
o
tlta

ゴ
ー
ル
鮎
の
従
氷
の
由
圏
の

如き
洪
伽
が
ゴ
ム
質
と
京
は
ん
か
'
淑
潤
叱

る
本
邦
な
ど
に
て
ほ
時
に
粘

着し
て
'
保
存
上
非
常
の
蜘
錐
･,･仲
純
放
し
ii

臼
分
に
は
掛
樹
入
れ
と
し
て
､
漣
切
の
方
法
と
考
へ
た
'
室
の

1
壁
に
は

小
熊
枚
も
掛
け
県

い
串
張
の
上
目叩
な
卑
十
が
敢
脚
紀
か
れ
て
摺
る
､
叫
景

況
閏
の
粗
は
此
の
室
松
伏
川
し
､
試
験
の
如
き
も
此
写
し
行
ほ
れ
て
月
た
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の
室
の
四
隣
に
碕

7
笠
在
る
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も
㍍
大
Tf15室
で
'
黒
板
か
僧

へ
畢
生

用
机
･l.tA
多
敬
準
備
し
て
居
ろ
轟

け
普
通
の
散
室

こ
畢

b
な
い
､
然
し
北
の

教
室
に
餓
り
柁
用
さ
れ
て
偶
七･{
か
つ
i1
'
府
中
で

の
み
忘
れ
よ
し
穴
が
'

地
球
憐
ば
仰
虚
の
地
学
敬
重
で
も
同
様
'
地
底
の
教
室
に
も
俳

へ
て
あ
り

非
常
に
大
手
bf<
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山
佃
か
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噂
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傍
に
設
備
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究
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榔
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あ
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地

節
五
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五
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東
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畢
教
室
は
現
今
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に
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退
さ
れ
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ま
ず
け
れ

ど
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倍
賄
類
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理
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し
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代
､
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樹
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唯

7
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]
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し
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摺
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塊
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中
が
た
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同
様
敢
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も
だ

い
ぶ
古
び
て
Jは
居
り
ま
す
れ
と
も
'
講

前
室
と
し
て
は
便
宜
に
出
水
て
居
ま
す
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現
今
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er
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G
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･
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云
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授

の
任
に
常
て
嘩
b
れ
患
>
･'
O
g
ilT
le

蝿

は
啓
油
の
講
項
と
し
て

P
h
y
sica
t
g
eo
g
ra
ph
y

か
鼎
の
後
年
は-

E
con
o
m
ic

G
eo
g
rL1P
h
y

と

し
て
箭
ぜ
ら
れ
'
ELC.n
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G
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p
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計
で
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史
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史
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潜
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叫
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又
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叫
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放
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･=:=E

時
間
以
外
に
は
教
室
に
止
斗
ぢ

て
居
;iLi
い
tS
で
'
折
角
の
研
究
岩
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授
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流
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縦
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右
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､
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蒐
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～
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熱
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翼
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ら
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､
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付
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燈
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懇
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燈
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踊
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付
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介
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叉
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縁
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岡
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迫
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､兜
づ
ヂ
ヨ

y
ス
Jl
y
社
の
カ
か
,r
申
し
ょ
す
に
､
ヂ
ヨ
ソ
ス
ト
ソ
能
に

E
d
inb
u
rg
h

jo
h
n
sto
lt

餌
五
令

弟
五
紙

宍

也

米

印



地

球

市
の
束
北
部
に
常
る
､
E
d
in

P
Ince.･Ea
ster
rlOTid
.
JJ
云
ふ
戊
に
在
り

ま
す
.
A
le
y
alld
cr
K
e山th
1
.lm
stol
と
云
ふ
人
の
創
設

p
昨
咋

(
7

九
二
凶
)
で
T
軽

叫
甘
年
に
相
常
で
ス
由
｡

祉
ほ
赤

い
煉
瓦
超
の
市
凪
七
も
の
で
'

一
け
創
設
瀬

J
ohn
sLo
n
の
住

宅
'
其
の
隣
に
で
接
し
て
耽
る
同
じ
-
水
城
璽

両

地
の
･品
JLJ
+L-
縫
物
が

製
作
城
で
､門
前
に
七
キ
売

時
許
な
僻

へ
､下
に

W

Lt;;
Jハ
J
.
)h
nsf.o
n
上

大
音
し
て
釣
り
ま
で
ー
怨
S
.hT･{準
則
わ
得
･.J
原
同
朋
作

宅

か

ら

､

胴
板
彫

刻
笠
ー
石
根
室
､印
刷
室
､衛
艶
宝
'
バ
ン
ク
ノ
ー
ト
印
刷
富
ー
訓
髄
質
弘

に
地
球
儀
製
作
軍
に
空
ろ
迄
'評
柵
に
粍
LE=7し
ま

L
i1
､庶
租
室
で
は
製
樹

の
如
何
に
･,p如
増
七
什
串
で
､
濃
縮
七･S訂
式
年
非
常
七
手
駒
･,付
.S･:す
る
出

か
ら
､銅
板
ii
に
彫
刻
す
る
慮
､質
の
親
密
な
石
灰
石
牧

羊
ith
o
g
m
l)ll,ic

st.rje)
上
に
児
樹
,小
.謁
′
＼鹿
瀬15と
技
術
者
の
串
か
休
め

て
迄
､説
明
し
て

-

E
､拓
厳
寒
で
は

大
き
ヤ
鞘
鼠
憐
れ4
1つ
ご
か
し
て
､撤
形
法
在
京
L
r
尿

破
り
つ
-
り
カ
迄
碓
地
に
付

い
て
説
明
し
て
く
れ

)･Tan
c
h
estcr
cD
llc
g
e

に
居
ろ

上
島
と
ま
ふ
日
本
人
が

Z
腰
紐
兄
に
衆
㌣
こ
と
が
釣

る

tj
と

砧

し

て
尉
i1
､
印
刷
笠
の
規
模
の
大
な
る
地
球
儀
鰍
作
富

や
掛
蹄
の
仕
上
塊
も

趣
味
わ
由

で
概
鮮
す
N:･,
gと
が
押
水
,li
t
T
農
林
年
代
別
祝
着

A
.
阿
･

Jo
lm
st(,n
博
士
の
愛
育
jF
に
柑
常
す
る
6
で
､
記
念
に
こ

う
云
ふ
も
の
か

つ
く

つ

i1
と
読
ふ
て
ー
有
年
記
念
の
肋

十
わ
避
興
さ
れ
i1
'
ヂ
ヨ
ソ
ス
-

ソ
博
士
の
骨
像
篤
展
等
-
.押
入
し
て
あ
り
､
好
記
念
物
で
あ
る
'
白
分
け

其

の
倍
基
一倍
恋
ぶ
の
ー殴
り
'
例
の
抑
帝
で
､
基
朗
粘
i1

づね
て
見
i1
虞
､

放
り
忽
然
の
問
に
少
し
田
て
加
L
i棟
で
む
つ
i1

が､早泣
調
べ
て
や
S=
た

畢
錨
-
も
bf-Iaか
つ
i1
か
-
二

三
日
i1
つ
て
巻
押
し
て
見
t
｡(
t
九
二

g
]年

十

小
月
骨
四
日
)

第
五
懸

罪
式
場

四
宍

欠

品

誌
は
市
の
相
即
な
ろ

G
m

n
uq

e
C
e
m
etry
に
在
り
ま
す
､
日
本
の
墓

地
と
典
tJ
欣
洲
の
渇
域
は
.舵
-

盤
捜
し
て
釣
り
ま
す
か
ら
し
て
'
容
易
に

常
見
す
る
市
が
純
水
ま
.す
'
某
城
の
砿
門
74
入
り
ー
舵
ぐ
村
中
の
康

い
近

在
珂
L
的
甘7
七
十
非
､退
か
左
に
と
り
'定
に
三
十
八
非
行
㍗
戚

麦
価
に
カ

一
隅
れ
刺
し
て
石
-ぞ

固
ね
紬
草
紙
か
に
生
じ
て
軍

C･艦
は
'
ヂ
ヨ
y
ス

･L
ソ
豪
の
某
で
､
級
に
祐

7
糊
中
計
の
･L
T色
花
椿
岩
鵬
の
十
字
形
柵
が
二

菜
霊
雑
石
上
に
紐
て
ら
れ
て
軍

<･'
飲
洲
の
墳
秘
に

1
椴
に
孤
t(.;･E!
が
抹

-,墨
:Ln
の
.過
り
な
お
代
-
て
侶
㌣
ー
綿
に
ほ
文
字
ね
,刻
し
て
尉
な
い
が
.

嘉
和
む

削
る
と

北㌫
喪
附

に太
の
如
く

刺
し
､

A
le･1･n
n
d
lr
l{
c
i
Lh
j

,)h
n
sto
n
,

C
.
I,.
D
.

D
icd
9
th
l
tl･!Y
1

tq7r

a
g
ed
6
7

K
e
i
Lh
joh
n
s州on
,

D
ie
d
at
beh
o
l)en
h
u
Sotlth
A
fricp.

2
8
th
Jun
e
I8
79I

a
的
C
S
3
3

下
の
盛
石
に

h
larg
rJ
eニ
ハ
e
ith
l
o
h
n
sto
n
.

D
jed
26
th

J
u
ty
18
9
3

a
g

ed
8

3
.

府
城
市
の
側
所
に
は

i
族
の
朗
h.4.別
し
て
あ
っ
iI
､
ヂ
ヨ
ン
ス
ト

ン
の

珊
園
と
桝
し
て
二
火
的
で
の
最
も
よ
い
地
図
と
し
て
他
に
柿
平
h
.れ

も
の

も
戊
の
カ
に
依
ろ
か
と
思
ふ
と
追
憶
禁
ず
る
能
ほ
ざ
る
も
の
が
あ

っ
iI
｡


